
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                     千葉県立西部図書館だより 

                       ２０１０．６ 第４０号 

                        《国民読書年特集号》 

平成２０年６月、国会において、平成２２年（２０１０年）を 

「国民読書年」とすることが決議されました。 

これまでも、学校における「朝の読書運動」の急速な浸透、様々な 

読書グループの活性化など、国民の間の「読み・書き」運動の復活や振興が行われて

まいりましたが、この決議では、読書の街づくりの広がりや様々な読書に関する市民活動の

活性化など、読書への国民の意識を高めるため政官民が協力し、国をあげてあらゆる努力を

重ねることが宣言されています。 

今回、県教育委員会の施策をはじめ、西部図書館での「国民読書年」に関連した様々な

イベントや事業についてご紹介します。 

 
当館の国民読書年に関連するイベントや事業をご紹介します。 

  ＜内容や時期は、６月現在の予定です。 

内容が決まり次第、ちらし・ホームページ等でご案内します｡＞ 

○ 7月 1 日(木) 「読書ボランティア入門講座」（読書に関するボランティア活動をご紹介します。）

○ 7月28日(水) 「障害者サービス入門講座」 

    （視覚に障害のある方の読書環境や県立図書館の活動をご紹介します。） 

○ 8月21日(土) 「サイエンス・カフェ」 

（お茶を飲みながら気軽な雰囲気で科学の専門家との会話を楽しむセミナーです。） 

○10月22日(金) 「中高年齢者に向けた再就職支援セミナー」（ちば仕事プラザ共催事業） 

（コンサルタントから再就職に必要な情報を学んでいただくセミナーです。） 

○11月中旬    「図書館まなびトーク」 

（西部図書館を利用して生涯学習を行っている方の学習体験を聞く会です。） 

じゃあ、読もう。 

西部図書館での「国民読書年」関連事業 

県教育委員会では、本県の子どもの読書活動をさらに推進するため、 

平成２２年３月に「千葉県子どもの読書活動推進計画(第二次)」を策定するなど、 

「読書県『ちば』」を目指して、様々な事業を進めています。 

西部図書館でも中央・東部図書館と一体となって、県民の読書環境を推進してまいります。

（県の施策や事業については、裏面をご覧ください｡）

 読書県「ちば」を目指して 

２０１０年は「国民読書年」です 
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本県では、現在の厳しい経済情勢と教育環境の変化に対応するため、「千葉県教育の

戦略的なビジョン」を基盤として、県の教育振興基本計画「みんなで取り組む『教育立県

ちば』プラン」を策定しました。 

「『ふれる』、『かかわる』、そして『つながる』」という基本方針のもとに、３つの

プロジェクトにより子どもたちが郷土と国を愛し、真の国際人として活躍できる

「教育立県ちば」の実現を目指します。この３つのプロジェクトとは、 

○ 過去と未来をつなぎ世界にはばたく人材を育てる  

～夢・チャレンジプロジェクト～ 

○ ちばのポテンシャル（潜在能力）を生かした教育立県の土台づくり 

～元気プロジェクト～ 

○ 教育の原点としての家庭の力を高め、人づくりのために力をつなげる 

～チームスピリットプロジェクト～ 

のことで、この中の「元気プロジェクト」には、その第一番目の施策として、

「読書県『ちば』を推進する」ことが掲げられています。 

 本県においては、小・中学校ともに「読書好きの割合」が全国に比べて高い傾向が

見られ、公立小・中学校での全校一斉読書の実施校数や、公立図書館等の児童書の貸出

冊数も年々増加しています。 

 読書活動は言語活動の基盤として、子どもが美しい日本語を学び、感性を磨き、表現力

を高め、創造力を豊かにし、主体的に物事を考え、判断し、社会の中で生きていくために

必要な知識や技能を身に付けていく上で、欠くことのできないものです。 

 本県は、「読書好きなこどもが多い」ことを生かし、子ども 

たちがより一層読書に親しむことができるよう、読書の大切さ 

について県民の理解と関心を深め、「読書県『ちば』」として 

の機運を高めていきます。 

 このため、乳幼児期から読み聞かせを行うなど、家庭、地域 

の図書館、ボランティアと連携して、発達の段階に応じた子ど 

もの読書活動を支援します。 

 また、学校図書館の蔵書や指導体制の充実を図ることにより、 

子どもたちが進んで読書に親しむことができる環境づくりを進 

めるとともに、学校図書館と公立図書館の連携や図書館ネット 

ワークの構築等を図り、子どもや県民の読書環境の整備を推進 

してまいります。 

 詳しくは、千葉県教育委員会のホームページをご覧ください。 

        http://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/index.html 

ご存じですか？ 
みんなで取り組む「教育立県ちば」プラン 

千葉県教育委員会 検索


